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福島第一原子力発電所で発生する ALPS 沈殿廃棄物をアパタイトに転換して固化する技術を検討している。

本研究では模擬廃棄物非含有のアパタイト、模擬 ALPS 沈殿廃棄物アパタイト前駆体及び比較対象であるセ

メント固化体にγ線照射を行い、水素の収率（G 値）を求めることで、アパタイトの水素発生特性を評価し

た。 
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1. 緒言 
福島第一原子力発電所で発生する多核種除去設備 (ALPS) 沈殿物系廃棄物（炭酸塩スラリー及び鉄共沈ス

ラリー）は水を含むことから、セメント固化などの低温処理技術を適用した場合、放射線分解による水素発

生が問題になる。水和物を含有しないアパタイトに着目した本研究では、代表的なアパタイト化合物である

カルシウムヒドロキシアパタイト（CaHAp）、模擬炭酸塩スラリーアパタイト固化体合成過程の沈殿物（Ap 前

駆体）及び比較対象である普通ポルトランドセメント（OPC）にγ線照射を行い、発生する水素の収率（G 値）

を求めた。 
2. 実験 

CaHAp は CaCO3 を出発物質とした沈殿法により合成した。Ap 前駆体は、炭酸塩スラリー模擬物（量論比

Ca：Mg = 3：2 の純試薬混合物）を出発物質とした沈殿法により発生した、アパタイト合成過程の沈殿物を用

いた。OPC は水/セメント比 0.45 の 28 日養生体の粉砕粉末を用いた。いずれも粉末試料をダイス成形して直

方体に固め、ステンレス製の照射セルに入れてγ線照射した。γ線照射は高崎量子応用研究所の 60Co 照射施

設にて、各試料 n=3 で約 30 kGy (1.9 kGy/h×16h) の照射を行った。積算線量は照射セルに貼付けた照射線量

計（ラジエ工業製、Radix-W）にて測定した。照射後、照射セル内の気体の水素濃度をガスクロマトグラフィ

ーで分析し、G 値を求めた。水分率は、熱重量示差熱分析（TG-DTA）で測定した未照射試料の一定温度範囲

における重量減少率から、自由水率（常温～105℃）、結合水率（105℃～600℃）及び全水分率（常温～600℃）

を求めた。 
3. 結果と考察 

照射対象試料の水分率と G 値の関係を図１に示す。3 種

類の試料のうち、CaHAp が最も G 値が小さかった。CaHAp
の G 値は、OPC 及び Ap 前駆体の値に対してそれぞれ約

65 分の 1 及び約 18 分の 1 であった。アパタイトの G 値は

セメント固化体と比較して非常に小さく、放射性廃棄物の

固化方法として水素発生抑制の観点から有効であること

が確認された。また、G 値は自由水率が寄与する傾向がみ

られた。今後、Ap 前駆体からアパタイト構造を有する模

擬炭酸塩スラリーアパタイト固化体を合成することで、最

終生成物のアパタイト固化体では、より自由水量が減少

し、G 値が抑制されることが期待される。 
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図１ 照射対象試料の水分率と G 値の関係 
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